予算要求資料
平成２５年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　　項：企画開発費　　目：地域振興対策費

	事業名: フィルムコミッション推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

商工労働部　観光課　まちづくり支援・移住定住係　電話番号：058-272-1111（内2438）

E-mail：c11334@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：500千円（前年度予算額：500千円）

	要求内容


	１　要求の内容


　岐阜県内での映像制作を新たな地域資源の活用や観光交流に活かし、また、県民の地域に対する誇りの醸成につながるよう、映画・テレビ番組等の誘致、制作支援を実施する。

　そのため、フィルムコミッションの全国組織である「特定非営利法人ジャパン・フィルムコミッション（ＪＦＣ）」に加入し、他のフィルムコミッション組織とも連携しながら、制作会社に対するプロモーション活動を行う。

【参考】県内のＪＦＣ認定フィルムコミッション団体

　　　　多治見フィルムエンジン…設立：Ｈ18.4.1、事務局：多治見市産業観光課

　　　　飛騨フィルムコミッション…設立：Ｈ23.7.5、事務局：(社)飛騨市観光協会

	２　所要経費


旅費　　400千円　（ロケハン・ロケ立会旅費、プロモーション活動等旅費）

　負担金　100千円　（特定非営利法人ジャパン・フィルムコミッション会費）
	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500

	要求額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500

	２月1日時点
査定額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
映像媒体を通じて「岐阜」の魅力や情報を発信することにより、「岐阜」の知名度向上やイメージアップとともに、県民の地域に対する誇りの醸成に繋げます。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ロケーション誘致件数
　　　　　　
	－件
（H15）
	15件
（H16）
	17件
（H22）
	20件
（H23）
	25件
（H25）
	80.0％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	

	（平成24年度の取組）

・事業の活動内容
（１）主な撮影支援作品

　・ＮＨＫ土曜ドラマスペシャル「負けて、勝つ～戦後を創った男・吉田茂～」

　　平成２４年９月８日（土）～全５回放送　撮影地：岐阜総合庁舎

　・映画「藁の楯」　平成２５年５月公開予定　撮影地：岐阜県庁舎、西濃総合庁舎

（２）ロケ地、地域ＰＲ事業

　・ＪＦＣロケ地フェア２０１２出展　

平成２４年１０月２４日（水）　六本木アカデミーヒルズに於いて開催
　・映画「あなたへ」ロケ地マップ作成


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　県内にて撮影が行われた映画「あなたへ」のロケ地マップを他の映像制作支援団体と共同で作成し、上映に合わせてロケ地となった県内地域のＰＲを実施した。

また、上記「藁の楯」の撮影支援を行ったほか、１１月には県内がメインロケ地となる映画作品の支援を行った。今後、県内撮影地の知名度向上やイメージアップが期待される。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

◯

	　映画などの映像作品に取り上げられることで、地域の知名度向上やイメージアップ、さらには県民の地域に対する誇りの醸成に繋がり、その効果は非常に大きい。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

◯

	　平成16年度の発足以来、継続した取組みによりホームページ等でのＰＲ以外に制作会社等の口コミによる情報も広がってきており、最近は、ほぼ全編県内撮影の作品や、全国的な話題作誘致に成功し、事業成果が現れてきている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

◯

	　東濃地域、飛騨地域においてフィルムコミッション団体が設立され、映像制作支援の体制が構築されつつある。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　地域ＰＲに繋がる作品ほど広域的な支援体制が不可欠であり、県内各圏域を単位とした支援体制づくりが必要である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　県内ロケ地のデータベースの充実と情報発信を行うとともに、映像制作支援だけでなくフィルムコミッション展の開催など映像作品を活用した地域ＰＲを積極的に実施する。あわせて、県下全域での協力体制が図られるよう、市町村連絡会議等を通じた連携強化を進めていく。


